
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設の状況により交流方法に違いはありますが、人と人が集う場が再開しだし、そこで交わす言葉や

笑顔は、私たちの心の中に花を咲かせ、明るく照らしてくれるようです。みんなが幸せになれる地域

づくりを目指し、地域の皆様と連携しながら、一歩一歩できることから進めていきます。 

楢の里・光明第三こども園 

椛の里・光明第七こども園 
光華・精華 

竹の里・桜の里 

★鑓水の里販売所★福祉まつり 
★御殿峠プロジェクト 
★御殿峠マルシェ 
精華の改築工事で、不便なこともありま 

すが、完成まであと少し！楽しみです。 

 

★サタデーマーケット(隔月)★お弁当配食（毎月） 

★認知症カフェ協力（毎月）★介護予防体操 

★納涼なつまつり★福祉まつり★お弁当配食 
★合同防災訓練 

★介護予防体操 ★お弁当配食（毎月） 
★陶鎔小学校福祉授業 

★納涼なつまつり★介護予防講座
★福祉まつり★イルミネーション 
 
光明第七こども園園児や地域の方と
工夫して交流事業を行っています！ 
 

介護予防推進センター 
光明高倉保育園 

★いきいきプラザまつり 
★福祉まつり 
★自治会との合同防災訓練 
 

地域懇談会委員や市民団体、地域の

方々と連携し、地域貢献を進めてい

きます！ 

コロナ禍により縮こまってしまった心と体に、大きく伸びをして、新鮮な空気を胸いっぱいに吸い込んで、 

新しい 2024 年の扉をみんなで開き、一緒に歩んでいきましょう！！よろしくお願いします。 

 

★高齢者サロンひまわり 

参加高齢者へのお弁当配食 

(楢の里・竹の里) 

★御殿峠マルシェ 

発足から約一年。運営委員とし

て、学校･病院･企業･寺院･福祉団

体･市民活動家らが集結。多摩養

育園福祉まつりと連動して、地域

の団体が垣根を越えて連携し、老

若男女、誰もが集う御殿山のコミ

ュニティー作りが進んでいます。 

 

椛の里らうんじ 

を地域の方にイ 

ベントで使って 

頂く事が多くな 

りました！ 

応援協定に基づく 
地域防災訓練。今年 
はデジタル機器を 
使った訓練に初め 
て取り組みました。 

★介護予防体操 
地域のサロンに介護予防体操
の出張へ 

町会の方々による「みんなの 

もりイルミネーション鑑賞ツ 

アー」を開催♡ 

地域の輪が広がっています。 

町会のスポーツ 
フェスタに参加。 
楢の里は、介護予 
防ブースを担当し 
ました！ 



 

 

 

利用者様お一人おひとりが、「主人公」であり、そして住み慣れた地域で「その人らしい人生」を送っ

ていただくために、私たちが出来ること、それが法人理念に基づいた支援です。 

令和 5 年度は、重点項目である「理念の浸透」を達成するために、「理念チェックシー

ト」を更に積極的に活用出来るよう改善しました。そして施設見学を通し、「いいね、そ

の声掛け」「いいね、その環境」など、「良いところを見つけよう！」を目的に臨みまし

た。また、コロナ禍で対面交流を中断していた「恩方病院」との連携も復活‼メンバー

も何でも言い合える、そんな委員会になってきました。今回は、各施設の支援研究委員

のメンバーの振り返りコメントを掲載させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

理念の浸透に向けて 

◆人は自ら意思決定をしながら自分の人生を自律的に生きる権利を持っています。 

皆様の心の中にある「自己実現」に少しでも近づけられ、そして笑顔が溢れる毎日を送って 

いただくために、沢山の技術・知識が詰まった引き出しを持てる支援者を目指してまいります。 

利用者様の幸せのために頑張ります！ 

令和 5 年度重点項目 

「理念の浸透」 

楢の里 奥山です☺ 
恩方病院との連携事業が対面で再開とな

り、施設を知ってもらえる貴重な時間だと

思っています。他施設の職員とも委員会を

通して情報共有が出来ていると感じていま

す。しかし、実感していることを自施設の

職員に、まだまだ上手く伝えられず今後の

課題と考えています。 

竹の里 西田です☺ 
支援研究委員会では、理念を通して福祉に

ついて振り返り、反芻し、新たに学びを得

る機会を得られています。課題は、研究の

時間を還元して利になる成果がなかった

こと。 

今後は、より実況感あふれる技術や知識向

上の方法の伝播に注力したいです。 

椛の里 白鳥です☺ 

昨年度から理念自己チェックシートをはじ

め職員自身の振り返りや各施設の課題を知

るきっかけにもなったので良かったと思い

ます。 

今後、各施設の交流や実際に業務を体験し

てみる等、普段できない事にも挑戦したい

と思いました。 

精華 木上です☺ 
 

支援研究委員会が対面で行えるようにな

り、会って顔を見て話せるって良いな～と

思いました‼今後も人との繋がりを大切に

していきたいです。 

光華 田邊です☺ 

恩方病院との連携事業を通じ「生活の場と

しての施設」「治療の場としての病院」の相

互理解を図ることができました。 

理念チェックシートから見える課題の受け

止め方、感じ方を皆で共有することで、今ま

で以上にポジティブに施設の中で支援につ

いて話し合えるようになっています。 

 

介護予防推進センター 大野です☺ 
入所施設では、どのような支援をしている

のかを知ることができ、介予でも良い所を

取り入れた支援ができないか常に考える

ようになりました。認知症研究が中々進ん

でいないことが課題。どのような支援が適

切なのか、少しでも機能を維持できること

はあるかを研究していきたいと思います。 

 

支援研究委員会  
＜令和 5 年度事業計画＞ 

①理念チェックシートの活用 

②恩方病院との連携事業 

③視察研修                

④サービスマナー研修 

⑤認知症研究 

 

 

③の報告書『椛の里視察』例 
（いいね、この環境） 

暑い日が続いていた日、熱中症予防にできる事・・・ 

・職員用に「塩タブレット」がフロアに置いてあったことがとて

も素敵でした‼是非、真似したいです。 

※こんな風に、ポジティブ思考で自施設でも取り入れ 

たいことなどを報告書で共有します。 


